
大山執行部の重点課題

平成15年4月1日より

大山喬史教授（東京医科歯

科大学）を第30代日本補

綴歯科学会会長として，新

執行部がスタートしまし

た．会長の所信はすでに

ニュースレター春特別号や

補綴誌47巻2号の巻頭言でお届けしていますが，

その「重点課題」実現に向け，新執行部は会務運

営に鋭意努力してまいります．

【重点課題】

1. 咀嚼機能と発語機能の検査・評価法の保険導

入に向けた提言

従来から医療問題検討委員会などで検討してき

た咀嚼機能あるいは発語機能の検査・評価法の保

険導入に向けた提言を行う．

2. 補綴診療におけるEvidence Based Den-

tistryの明示

補綴診療のEvidence確立のためのブレーンス

トーミング．

3. 本学会の法人格取得/実現にむけての準備

NPO法人，中間法人，社団法人などの違いを

十分に吟味し，本学会に最良となる法人を選択

し，その取得に向けた準備を押し進める．

4. グローバル化を踏まえた表彰制度の検討

近年のグローバル化を踏まえた再検討を実施

し，研究者育成を行う．

5. 東南アジア諸国との学会間学術交流の活性化

本年は大韓歯科補綴学会，GreaterNewYorkAcad-

emyofProsthodonticsとのJointMeetingが実現す

るが，さらに東南アジアの諸国との学会間学術交

流を図ることを検討する．

6. 学会の年1回開催に向けての準備

支部活動の重みづけのなど，多面的に具体案を

検討し，学会活動が低下しないような方策実現に

向けて準備する．

【会務の運営の基本方針】

会務の運営に関しては，前執行部の体制を踏襲

し，基本的には問題点を関連の委員長を含めた会

務連絡会あるいは委員長会で議論する．その後，

具体的な検討を各委員会に付託し，検討結果を理

事会，評議会，総会で審議いただく方針である．

重点項目のなかで，法人化に関しては，会務連絡

会と法人化担当委員長との合議で骨子を提示し，

法人化担当委員会に具体案の策定を付託する．ま

た，学会の年1回開催準備に関しては，会務連絡

会と学術委員長との合議で骨子を提示したうえ

で，学術委員会に具体案の策定を付託するなど，

従来の会務連絡会に担当委員長を加えた拡大会務

連絡会として，弾力的な運営を行う方針である．

平成15年度委員会活動計画

学術委員会

委 員 長：河野正司

副委員長：井上 宏

＜懸案・引継ぎ＞

1. 年1回開催を含めた学術大会改革．

2. メインテーマや企画決定のプロセスの整備．

3. プログラム委員会のあり方，演題の採択分
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